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研究成果の概要（和文）：完成したパネルデータを用いて、研究プロジェクト「Suppliers’ association and 
duration of new transaction: Evidence from Japanese automobile industry」をスタートさせることができ
た。部品サプライヤーを、サプライヤー組合の会員（Treatment）と非会員（Control）にわけ、
treatment-effects for survival-time outcomesを推計した。分析の結果、組合員による新規取引は、非組合員
と比較して、約9年長く継続するという結果を得た。

研究成果の概要（英文）：Employing panel data at transaction level, we could begin research project "
Suppliers’ association and duration of new transaction: Evidence from Japanese automobile
industry". We estimate treatment-effects for survival-time outcomes by dividing auto parts supplier 
into members of suppliers' associations (treatment group) and non-members(control group). The key 
finding is that new transaction by member suppliers lasted 9 years longer than that by non-member 
suppliers. 

研究分野：経済政策

キーワード： 企業間取引
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は2つの学術的・社会的意義を持つ。1つは、自動車部品の詳細な取引データを利用することで、こ
れまで観察されてこなかった参入・退出の実態を明らかにしたことである。本研究で用いたデータは、先行研究
で主に利用されてきた政府統計にはない詳細な財分類と販売先の情報を含んでいる点に特徴があった。2つ目
は、「日本の企業間関係は固定的」という通念とは異なる見解を示した点である。特に、部品サプライヤーがサ
プライヤー組合に所属しているか否かが、新規取引の継続性に大きな影響を与えていることを示したのは本研究
が初めてである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
Orr (1974)以降、参入と市場構造に関する多くの実証研究が行われ、当該分野における知見が蓄
積されてきた。他方で、先行研究の多くは主に産業レベルで集計された政府統計を用いてきたた
め、企業による参入の実態を過小評価する、集計バイアスにより統計的に因果性を検証するのが
難しい、などの課題が残されてきた。こうした中、近年、民間企業が提供する詳細な取引データ
の活用が注目を集めている。 
 申請者は日本における詳細な自動車部品の取引データを分析し、中間財市場における参入・退
出の実態について研究を行ってきた。基礎データは、アイアールシー「自動車部品 200 品目の生
産流通調査（2002 年版、2008 年版）」で、1年間にどの部品サプライヤーが、どの自動車メーカ
ーに、どの部品をどれだけ販売したかという詳細な取引情報を得ることができる。この取引デー
タの特徴は、先行研究で主に利用されてきた政府統計にはない詳細な財分類と販売先の情報を
含んでいる点にあり、これまで観察されてこなかった参入・退出の実態を明らかにすることがで
きる。特に企業による多様化を明示的に分析することの意義は大きく、「日本の企業間関係は固
定的」という通念とは異なる見解を示しうる可能性を秘めている。 
 
２． 研究の目的 
本研究の目的は、申請者のこれまでの研究成果を発展させ、長期のパネルデータ（1990 年－2014
年）を構築し、企業による参入と市場構造の関係及び参入後の生存期間とその決定要因を検証す
ることである。具体的には、以下の３つの研究課題について取組んだ： 
 
課題 1：取引データを利用し長期のパネルデータ（1990 年－2014 年）を構築 
課題 2：参入と市場構造の関係を固定効果モデルを用いて分析 
課題 3：参入後の生存期間とその決定要因を Cox’s proportional-Hazard モデルを用いて分析 
 
３． 研究の方法 
課題 1：取引データを利用し長期のパネルデータ（1990 年－2014 年）を構築 
申請者は既に 2002 年版と 2008 年版の調査を基にデータセットを構築していた。この既存のデ
ータセットに 1990 年版、1996 年版、2014 年版を接続した。アイアールシーの調査は全て紙媒体
であるため、まずはデータをエクセルに入力する作業から開始した。この作業は、民間業者に委
託した。 
 
課題 2：参入と市場構造の関係を固定効果モデルを用いて分析 
課題１で完成したパネルデータを使い、参入と市場構造の関係を分析した。逆の因果関係を考慮
するため、被説明変数と説明変数の間には 6年のタイムラグをもうけた。参入は、今期の取引の
うち前期に存在していなかったものと定義した。 
 
課題 3：参入後の生存期間とその決定要因を Cox’s proportional-Hazard モデルを用いて分析 
課題１で完成したパネルデータを使い、参入後の生存期間を規定する要因を分析した。 
 
４． 研究成果 
研究成果１：取引レベルのパネルデータ構築 
本研究の基礎データとして、アイアールシー「自動車部品 200 品目の生産流通調査」を用いた。
この調査は、3年毎に実施される独自のヒアリング結果を集計したものである。申請者が知る限
り、この調査は自動車部品取引に関しては最も詳細かつ信頼性の高いデータソースである。他方、
この調査は全て紙媒体であるため、データベース化することが難しいという側面を持っていた。
本研究では、1990 年から 2014 年のデータをエクセルし入力、取引レベルのパネルデータを構築
した。 
 
研究成果２：学術論文執筆の開始 
完成したパネルデータを用いて、研究プロジェクト「Suppliers’ association and duration 
of new transaction: Evidence from Japanese automobile industry」をスタートさせること
ができた。具体的には、部品サプライヤーを、サプライヤー組合の会員（Treatment group）と
非会員（Control group）にわけ、treatment-effects for survival-time outcomes を推計した。
分析の結果、組合員による新規取引は、非組合員と比較して、約 9年長く継続するという結果を



得た。この分析結果は、組合に加入すると、自動車メーカーやその他のサプライヤーから技術や
知識の伝播を享受することが可能になり、そのサプライヤーのパフォーマンスが向上すると解
釈できる。以上の実証分析の結果を踏まえて、ワーキングペーパーの執筆を開始した。今後は、
論文を書き上げて、学会発表および査読誌へ投稿する予定である。 
 
本研究成果の社会的意義 
本研究の成果は 2つの学術的・社会的意義を持つ。1つは、自動車部品の詳細な取引データを利
用することで、これまで観察されてこなかった参入・退出の実態を明らかにしたことである。本
研究で用いたデータは、先行研究で主に利用されてきた政府統計にはない詳細な財分類と販売
先の情報を含んでいる点に特徴があった。2 つ目は、「日本の企業間関係は固定的」という通念
とは異なる見解を示した点である。特に、部品サプライヤーがサプライヤー組合に所属している
か否かが、新規取引の継続性に大きな影響を与えていることを示したのは本研究が初めてであ
る。 
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